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要     旨 

【緒言】スチルベン化合物であるレスベラトロール、プテロスチルベン、ピセアタンノールは、抗

癌作用やアンチエイジング効果、抗酸化作用などの様々な生理機能を有することが報告されている。

配糖化は物質の水溶性や安定性、有用性を向上させる化学反応である。本研究では植物培養細胞を

生体触媒として用いたスチルベン類の配糖体を合成し、それぞれの抗酸化活性、抗ヒスタミン活性、

及びホスホジエステラーゼ (PDE)活性試験を行い、生理機能の評価を行った。             

【方法】単糖体（β-グルコシド）の合成は次のように行った。植物培養細胞(Phytolacca americana) 25 

g を液体培地で 2 日間培養した後に基質を 15 mg 投与し、2 日間培養した。培養後に細胞部と培地

部に濾別し、細胞部をホモジナイズした後にメタノールを用いて静置抽出した。抽出後に水と酢酸

エチルを用いて分配抽出を行い、酢酸エチル層を脱水処理し減圧濃縮した後にメタノールを用いて

サンプリングした。二糖体（β-マルトシド）は次のように合成した。リン酸緩衝液(50 mM、pH 5.6 )

にレスベラトロール 3-β-グルコシド、レスベラトロール 4'-β-グルコシドをそれぞれ 0.1 mmol ずつ、

α-シクロデキストリンを 0.5 mmol、シクロデキストリングルカノトランスフェラーゼ(CGTase)を、 
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300 units 加えた。40℃、24 時間反応させた後に水とブタノールを用いて分配抽出し減圧濃縮後にメ

タノールを用いてサンプリングした。構造決定は質量分析、核磁気共鳴スペクトルにより行った。

2,2-ジフェニル-1-ピクリルヒドラジル(DPPH)ラジカル消去活性試験では、サンプルの希釈系列を作

成し、サンプル溶液に DPPH(終濃度 0.075 mM)を加えて反応させた後に 517nm における吸光度を

測定し、その値をもとに IC50を算出した。抗ヒスタミン活性試験では腹膜肥満細胞(104細胞数/mL)

にサンプル(1 M)を加えてインキュベートしたのち、compound48/80 (0.35 g/mL)を添加してヒ

スタミンの放出量を求め、その値をもとにヒスタミン放出抑制率を算出した。PDE 活性試験ではサ

ンプルの希釈系列を作成し、反応溶液にサンプルを加えた後、PDE を 100 mU 加え、37℃、60 分

間反応させた。BIOMOL Green を加えて 30 分間室温に置いた後に 620 nm の吸光度を測定し PDE

抑制率を求めた。                                        

【結果】植物培養細胞(P. americana)と CGTase を用いた合成により、レスベラトロール 3-β-グルコ

シド、レスベラトロール 4'-β-グルコシド、レスベラトロール 3-β-マルトシド、レスベラトロール 

4'-β-マルトシド、プテロスチルベン 4'-β-グルコシド、ピセアタンノール 4'-β-グルコシドが得られ

た。合成した配糖体の DPPH ラジカル消去活性試験を行った結果、レスベラトロール 3-β-グルコシ

ド、レスベラトロール 3-β-マルトシドに活性がみられ、抗ヒスタミン活性試験ではピセアタンノー

ル 4'-β-グルコシドが最もヒスタミンの放出を抑えた。PDE 活性試験ではプテロスチルベン 4'-β-

グルコシドが PDE 活性を強く抑制した。                            

【考察】植物培養細胞(P. americana)によりレスベラトロール、プテロスチルベン、ピセアタンノー

ルは配糖化され、それぞれの 4'-β-グルコシドが得られた。その際に、レスベラトロールについての

み 3-β-グルコシドも得られた。さらに CGTase を用いた配糖化により、新規物質であるレスベラト

ロール 3-β-マルトシド、レスベラトロール 4'-β-マルトシドが得られた。レスベラトロールの 3 位

配糖体(3-β-グルコシドと 3-β-マルトシド)には DPPH ラジカル消去作用があり、ピセアタンノール

4'-β-グルコシドは抗ヒスタミン作用を示した。また、プテロスチルベン 4'-β-グルコシドは PDE 活

性に対する高い抑制作用を示した。スチルベン配糖体が抗ヒスタミン作用、PDE 阻害作用を持つ

ことを明らかにしたのは本研究が初めてである。                        

                                                


